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<私はこう思う>

偉大なる土壌の力

と
ぜ叫
4
』

ヨ庁・ 学 昭和49年 6月 1日

愛知県農業総合試駿場
園芸研究所

第一次産業である農業所得は，年々他産業の所

得と差をつけられている。この差をいかにして縮

めるかは，農業にたずさわる総での人達にとって

最大の関心事であり，そのために多くの努力が払

われてきた。特に都市近郊においては，労賃が農

業以外で容易に得られることもあって，専業農家

の比率は急激に減少している現状である。

こうしたなかで，施設園芸は他産業に対抗でき

るホープとしてもてはやされ，その面積も年々増

加していたが，それとても，所得面ではそれほど

有利なものではなかったといえよう。

そのため，規模拡大，省力化が所得をあげる唯

一の手段とされ，必然的に肉体労働の限界を越え

るような広面積経営に挑戦し，勢い粗放に近い省

力化を進めてきたのである。このような栽培様式

においては，土地生産性はとかく軽視され，肥料

や施肥技術への関心も低かったように思われる。

昨年の石油パニックの波は施設園芸にも激しく

おしょせ，ビニールを始め各種資材は値上がり

し，これまでの施設園芸での経営方針では，とう

てい対処できない事態になってしまった。

つまり，無制限な規模拡大による省力化より，

適正な規模で，そこでの単位面積当たりの収量を

あげること，そして商品性の高い良質なものを生

産し，所得を高めることが，これからの経営にと

ってより重要となってきた。

ところで，現在ある限られた土壌で激しく反復

栽培をする場合，① 土壌が常に高い生産力を維

持できるような管理技術が，確立されているかど

うか，② 野菜の連作は病害虫の多発に結びつく

が，残留毒の問題などで農薬が制限されている現

在，どうしてこれに対処するか，とくに土壌伝染

性病害に対してどうか，① 高品質の野菜を多収

する技術はどうかなど，まだ未解決な面が多いの

に驚く。

しかし，ごく一部ではあるが，現実に連年栽培

によって高品質・多収を得ている農家が実在する

のであるo

嶋田永生

これら農家の栽培方式で共通している点は，常

に，多量の堆きゅう肥等の有機物を施用している

こと，副成分を含むことの少ない良質な肥料を，

適正に使用していると思われる点である。

ある農家は，ハウスでトマト，青刈りトウモロ

コシ(トマト定植前にすき込む〉の輪作と， 緩効性肥

料の使用で毎年高収量を維持しているし，別の篤

農家は堆肥の多量施用でトマトを連作し，常に高

¥ ¥収量をあげている。

もちろん，その技術は，これだけの単純なもので

はないであろうし，連作を可能にしてる土壊条件

に恵まれている点も無視できないが，連作してい

る事実を率直に認め，その中から，他の条刊二にもあ

う技中l;fを見いだし，応用することが必要であろう。

昨秋以降，農業ではもっぱら，省資源下での技

術の確立がさけばれているが，このような時期に

なればなるほε肥料形態，施肥轟"施肥法あるい

は地力の維持管理法など，最も基本となる技術が

大切となってくるのである。

私は，長年野菜の施肥や，野菜畑!のこと壌管理に

ついての試験にたずさわってきたが，この聞に栽

培を通じて教えられたことは，次のことである。

つまり，栽培 1""'-'2年は少し注意すれば，土壌

の化学的改良のみで或る程度の生産は可能である

し，肥料形態、や量についてもそれほどの影響を受

けないが，長年月それを繰返す場合，とくに施設

のようにその反復度の激しいときには，いわゆる

地力的な要因が，大きく左右するようになるとい

うことである。

近年，野菜栽培とくに施設栽培では，連作障害

がいたる所で現われ，栽培上の大きな問題となっ

ているが，その最大の原因は，土壌の持つ偉大な

力を忘れた，粗放略奪経営にあるといっても過言

ではないように思われる。

石油パニックは，再び土地生産性を思い起こさ

せる一つの契機になったであろラし，土壌や肥料

の重要性を再認識させる，絶好の機会ともなった

わけである。



昭和49年 6月 1日 農 業
一 一一 一ーーーーーーーーーーーーーー 一 一一 一 一一ー 一 一 一 一---一 一一一ーーーーーーーーー一一ー一、一一一一一一 一 一一一 一一ー一一一一 ー一 一一'ーー一一

と 科- 第三種郵便物認可 (3) 

林地肥培について (その 2)

林地肥培の経済効果

農林省林業試験場土壌部長

塘 隆男

幼令林肥培の経済性については，植栽時当初の

施肥代をなるべく ，施肥効果がもたらす下刈回数

の減少による保育費の節減，ならびに第 1回間伐

時の間伐収入によってぺイするようにしなければ

ならない。

なんとなれば，林業は短伐期施業をするとして

も伐期は30年ぐらいかかるので，施肥代の30年後

の後価は，複利計算によると当初の施肥代の5.74

イ音(利率 6%として〉となるからである。したがっ

て幼令時の肥施代はなるべく早く消却するように

努力することが望ましい。

学

の経済効果 スコ ッチパインの成木施肥 〈スウェーデン〉

を認めた試

算例である

が，一般に

成木林肥培

の経済効果

は，施肥に

よる材積増

加量，山元

立木価格，

施肥代金(肥料代金と施肥に要する諸経費〉などに左

右される。

一般に成木林肥培の効果は立地条件(地位，林地

の肥沃度〉 や， 林分密度などの条件によって異る

であろうが，一般に立地条件のよすぎるところで

は効果は現われにくく ，また過密な林分の場合に

は，優勢木に しか施肥効果が現われにくし、。 (た

だし例外的事例の報告もあるが。〉 したがって，上記

のような場合を除けば，成木施肥の効果!ま程度の

表-1 成木施肥の経済効果の試算例 (千円/ha)しかし以上

は既存の森林

ではなく，こ

れから新たに

森林を造成し

ようとする場

合のことであ

る。し、まもし

自分の所有す

る森林が法正

林型(1) である

場合には，毎

年伐採することができるので，その収入の 1部を

施肥代にあて，林地に還元すればよいので，その

経済性はきわめて容易となるであろう。

つぎに前にのぺた成木林肥培の経済性について

考察を加えてみることにしよう 。成木施肥試験の

報告書のなかから，各著者がその時点で自ら経済

効果について試算した結果を要約して一括表示す

ると表 1のようになる。これらはL、ずれもプラス

施施肥効果
施肥料肥代代金二+円(賃後Ih金価a) 

経済効果
試験例 肥による材積地 施(A肥)による増収 試験機関

m"/ha 千円Iha (B)千 (A)一(B)

(1)スギ 38 380 173 207 和歌山以林試
26年生 ( 7年間) (10千円) (7.0%) (中島)

(2)スギ 32.8 227 90 137 山形県林試
32年生 ( 5年間) ( 7千 円) (6.0%)) (横尾)

(3)スギ 27 540 91 449 住友林業K.K
39年生 ( 5年間) (20千 円) (6.0%) (技術研究室)

(4)スギ 49 588 197 391 IjiJ立林試・前橋営林局
59年生 ( 5年間) (12千円 ) (7.0%) (糖・磯)

(5)ヒノキ 25-40 250-400 104 146-296 広島県林試
43年生 ( 5年間) (10千 円 ) (6.5%) (桑原)

(6)ヒノキ 19 228 167 61 
目リ橋(中営之林条局営57年生 ( 6年間) (12千 円) (7.0%) 林署)

備考 ( f)25内(千は|山元立
( )内は利率

木価 IJ/m") 

差はあっても現われるものである。

では，どのくらいの施肥による材積増があれ

ば，経済効果として認められるかと Lづ問題につ

いては，その時点の材価と肥料の価格によって異

なってくるが，現時点でごく 大ざっぱに平均的な

限界値を求めると表 2に示すようになる。

すなわち，表2に示すように施肥代金を 201千

円/haと見積ると， 201千円に相当する施肥によ

(1) 例えば，ある林業家が50年伐期の林業を経営しようとする場合， 1年生から50年生に至るまでの各林令の林分をそろえて所有する場合，
その林業経営者は法正林型の山をもっているとL刈、，毎年伐採収穫することができる。

伐採後ただちに造林すれば永久に各林令の林分を所有し，毎年収穫をあげながら，所有する森林は永久に問機の姿を保ち，っきることが
ない迎想的な法正林型となる。
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表-2 成木施肥効果の経済性限界値

山元立木価格
経済的に釣合うために

施肥代金 串
必要な施肥による

樹種 千円/ha 千円/m3

材積増の限界値(5年間)

(A) (B) (A)/(B) m3/ha 

ス
ヨー

201千円 20千円 10m3以上

l; '~を 201 30 7 

アカマツ 201 13 15 

カラマツ 201 12 17 

注)*肥料代と労賃(5午後の価利率6%)

複合肥料を NlOOkg/haあて 3回〈年〉地表散布した場合の概算

つでもたらされる材積増加量があれば，経済的に

釣合うことになる。

昭和48年度の平均山元立木価格は表2のように

見積られるが，樹種によって大差 がある。各樹

種について施肥代金に見合う施肥 による材積増

( 5年間〉の限界値を求めると，スギでは10m3jha，

ヒノキでは 7m3/ha， アカマツでは151m3， カラ

マツでは17m3jha， となり ，これ以上の施肥によ

る材積増があれば， プラスの経済効果が認められ

ることになる。

上記のように，樹種により材価に著しい差があ

るので，成木林肥培は当然材価の高いスギ， ヒノ

キを主体に考えるべきであろう。

なお成木林肥培の場合，その肥効は 5年以上持

続する場合が多いから，その場合は経済効果はさ

らに上廻るであろう 。 また 50-60ha以上の大面

積の成木林を施肥す る場合は，人力による施肥よ

りも，航空施肥の方が経済的に有利で‘あるといわ

れているが，詳細は紙数の関係でまたの機会にゆ

ずりたし、

と 科 昭和49年 6月 1日
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カンキツ類の

新しい品種

愛媛県果樹試験場技術部長

山口勝市

はじめに

わが国のカンキ ツの品種構成は，温州、|ミカ ン一

辺倒(昭和47年度生産量で88.5%)であり， 他国には

そのような例がなし、。生産量が少ない時代はょい

としても ， 300万トン以上の生産量を示すに至っ

た現在では，重要な問題として検討しなければな

らなくなってきた。

今後は加工のウ ェイト を高めると同時に，種

類，品種の多様化， 高級化をはかり ，所得の安定

確保と，労力配分の有機的な経営改善を考慮、しな

ければならない。

わが国は，世界のカンキツ生産国の中では，最

も低温地域といえるので，果実で冬越できる品種

の栽培となれば，よほど適地の選定を重要視しな

ければならないが，それでも現地での気温ーとく

に最低気温の頻度を調査すれば，適地の幅はかな

り広めることができょう 。土壌，風害，降雨量な

どを同時に調査し，地域毎にまとま って出荷でき

るよう ，特産地化を考える必要がある。

有望な新品種となれば，品種，系統ごとの適地

条件，経営の現況と対応の可能性，商品化の産地

形成，需要の動的など，諸条件を総合的に検討す

る必要があ る。

ここでは，それらについて論ずることもでき な

いので， ミカン類， オレンジ類，雑柑類，その他

外国からの導入品種を含めてその概要を述べてみ

ょう 。

ミカン類:

温州ミカンでは，早生で興津，有沢，普通温州

では南柑20号，瀬戸， 久能， 十万， 青島， その

他，糖の多い，地域での特徴を具えた品種が，今

後伸びると思われる。

導入されているク レメ ンテイン，キ ノーマンダ

リン，カラ，フレモ ント， ウイルキングなど， ¥、
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ずれも小果であるこ色，種子が多いことのため，

I床と香りは優れても，それほど期待はもてないよ

うである。たョピキシイ， クレメニューレスなど

は無核で、あり，今後の試作結果をまちたい。

オレンジ類:

オレンジと¥¥えばネーブルオレンジとパレンシ

アが，その代表選手である。成りの悪いワシント

ンネーフ、、ルも，最近では豊産な品種を校変りによ

って生み出し，明るい見通しが立てられるように

なった。早出し用では，福一，白W/1， 吉田，大三

島が，や〉おそくまで貯蔵できるものとして清

家，鈴木が，もっともおそくまで貯蔵できる森田

などがある。栽培にあたっては，土壌の肥沃化

と，かいよう病対策を考慮、しなければならなL、

その他のオレンジでは，導入種のカデネラ，サ

ルスチアーナ，シャムーティのほか，バレンシア

の系統であるフロスト，カーター，オリンダ，チ

ャップマン，キャンペル，シードレスなどの適応

性を早く確認したいものである。

サンギネロ，モロなどの1([1.ミカンも導入されて

いるが，欧州、|で、は最近晴好の変化で嫌われつつあ

るようなので，わが国でも珍らしさの域を脱しな

いであろう。

福原オレンジは品質がよく，果汁にも向くが，

剥皮が困難なのが欠点。栽培するとすれば， 1号

が種子が少なく，果実も大きく有望。

雑柑類:

慣例にしたがって雑木1:1"とするが，わが国で最近

取沙汰されているものについて述べてみよう。

甘夏1=1=1-(俗称〉では川野のほかニューセブン， 立

花オレンジなど数品種が出ている。しかし，外観

は多少美しいとしても，味においてはあまり変り

がないようである。外観も I床も優れた品種の発生

が望まれる。

八朔では広島から紅八朔が出ている。わずかに

総色がかつており，糖も多いので，面白い。早生

八朔は，果皮がうすく，税!も多いが，裂果が多い

のが欠点である。

日向夏では，静岡からや〉燈色がかったオレン

ジ日向が出ている。や〉ス上りが少なく糖もや〉

多いとLづ特長はあるが，普通種と同じく種子が

と 科 尚子 第三種郵便物認可 (5 ) 

多いこと，落果が多いという欠点はもっている。

仔l予判l'の新品種である宮内伊予柑は，果皮がう

すく，豊産で種子も少ないとしづ特長がある。愛

媛では，最近急に増柏されているが，果汁に向か

ないので，あまり広範囲に栽培されると心配であ

る。

文旦類:

現在栽培が増えているのは，土佐文s，と水車l文

日.である。二|二佐文旦は二皆から法元文旦といわれて

いた品種である。高知県で栽培面積が増え，土佐

文旦と改名してイメージアップをはかっている。

昧はむしろ同じ高知原産の水品文旦のほうがずっ

とよし、

広島の安政相，鹿児島の阿久根文旦，熊本のi仇

白柏など，特産地を形成しているが，これらも，

他の地域での増植はむずかしい。むしろカオファ

ン，カオパンなどの適応性がつかめれば，味のよ

さで文旦ももっと消費を仲ばすことができょう。

タンゼロ類:

ミカン類とグレープフルーツや文旦の雑種をタ

ンゼロとLづ。わが国にも多数く導入試作されつ

』あるが，現在アメリカでまとまって栽培されて

いるのはオーランド， ミネオラくらいである。両

者とも色，呑りはよいが，組子が多い。そのほか

セミノール，ヤラハ，オールスパイス，サンジャ

シント，バールなども入っているが，これからそ

の真価が決められよう

タンゴール類:

ミカン類とオレンジの雑種，タンカンは，東洋

原産で糖高く，剥皮し易く，種子も少なく優秀で

ある。や』果実が小さいが，大果系といわれてい

る大春系の適応性を早く知りたいものである。

マーコットはアメリカ，ブラジルで伸びている

が，わが国にも入っているので，今後に期待した

い品種といえそうである。

最近生産者の品TITIに対する関心が高く，各県と

も導入(内外より)Iこ熱心になってきているので，

近い将来定着される品種もかなり数を増すであろ

う。わが国のミカン産業の発展のため，計画的な

効率のよい試作，普及を願ってやまない。
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作型ー名 は種期 定植期 交配均j 収穫期 適応品種 暖房期間

1月下旬 3月上旬 4月中旬 6月下中，旬 FMl号(臨佐2号) 3上-4中
初夏どり

2月中旬 3月下旬 5月上旬 7月上旬 " (-" ) 

3月下旬 4月下旬 56月月卜上.句旬~ 7月下旬 FM  (錨)
盛 夏 ど り 4月下旬 5月下旬 6月下旬 8月中旬 " ( " ) 

5月下旬 6月下旬 7日中旬 9月上旬 " (健脚)

6月上旬 7月上旬 7月下旬 9月中旬 " (" ) 
干火どり

FM  
6月下旬 7月中旬 8月上旬 9月下旬 FMl号(") 

7月下旬 8月中旬 9月上旬 11月」二匂 FMl号(") 10J:二一111:1"
冬 ど り

FM2号(新 H)8月下旬 9月下旬 10月下旬 12月下旬
" 4号 土佐2号 10中一12下

11月下旬 1月上旬 2月下旬 4月下旬 FM5号(") 1上 -4上

12月」二旬 1月中旬 3月上旬 5月上旬 FM2号(") 1中-4 ~IJ 

春どり 12月下旬 2月上旬 3月中旬 5月中旬 FM2号(.'~) 2J二-4中
" 3" 健脚

1月上旬 2月中旬 3月下旬 5月下旬 FM35(集空白号) 2中-41:1:1

1月中旬 2月1ご旬 4月上旬・ 6月上旬 FM誇(，，) 2下一 4~IJ 

第 2表 肥料の種類と生育ならびに収量，品質の比較 管理上の関係から，肥料

初期生育の比較 4又 亙回王 と [l仁I日 質 は，その全量を基肥として

試験区 Iつる長 I業数 I最，ゴ大葉νI山帯I化株A 
ヰ又 干.~

総収量
1呆平

糖 度 果皮色
施用する。したがって，使

果数 i勾 m

明|枚lm| 珂

g 
1353.g 5 

用する肥料の種類は緩効性一551206 50158367 24 32，484 13.6 i炎縁
の強いことが条件である。

CDU 242 I 17.4 I 4.1 I 15.8 I 16.7 24 31，920 1330.0 13.9 緑

卵化成 17.8 I 4.2 I 15.7 I 30.6 24 34，212 1425.5 13.0 緑 試験の結果では， CDU 

新産地造成が進行する

福 岡県のメロン

福岡県園芸試験場そ菜栽培研究室長

近藤雄次

最近のメロン界は，新しい品種の出現や新しい

作型の開発により，目ざましい進歩と発肢をつ泣

けている。

しかし，その究極のねらいは，マスクメロンに

代表されるような，高級な品種と病気に強く，作

りやすい品種や作型を創造することにある。

福岡県では，パイプハ

ウスのような簡単な施設

で， しかも，地床，地這

栽培方式とし 1う比較的簡

易な方法によるマスクメ

ロンの生産に成功し， 目

下，周年生産を目標に，

スローテンポではあるが

新産地の造成が進行して

~ ¥る。

1) 作型と品種

周年出荷を前提とし

た，は種期と品種の選び

方は第 1表のとおりであ

る。しかし， 12月'"'"'4月

に出荷する作型は，暖房

経費がかさむので，一般

には 5月'"'"'11月の出荷が

そのおもなねらいである。

2) 定植床の作り方と栽植方法

第 1図に示すように，ウネ巾を 3'"'"'4mとし，

根張りの制限と，水管理ならび、に土壌管理を容易

にするため，ウネの中火:1， 2 m rlJのところに，

深さ約33cm前後になるようケイハン板を埋設す

J-. 品不 昭和49年 6月1日
戸且，
寸」

第 1図 ウネの作り方

ii¥liオtチニーブ

る。ウネは中高のカマポコ状とし， その中火・に 1

条柚とする。

ï~ï~fの植えつけ間隔は，子づる 2 本仕立の場合は

45cm， 1本仕立の場合は22.5cmとする

l主Iは，共台の健凶lや強力新土佐 2号カボチャ，

トウガン(冬爪〉などを台木として， つぎ木育前し

第 1表 F Mメロンの作型と品種

;1 ( )は適応台木品種

たものを使用する場合が多い。

ウネrlJ4 111の場合は完全な地這整校とし， 3 111 

の場合は， ウネの両端に支柱を立て，針金やひも

などを約 1111前後の位置に張り，これにつる先を

誘引して，ウネ巾の不足を補うようにしている。

3) 施肥および濯水のやり方
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化成 242が，玉肥りの点でや々劣ったが，果形や

果皮の色あがり，糖分合量などで，すぐれた成績

を示したので， .10アール当り 60:--100kgを標準と

して，ケイハン板を埋設した内側に全量基肥とし

てすき込んでいる。その際，石灰はウネ全面に，

10アール当り 120，..._，150kgを施用している。

濯水は，株の両側30cmのところに潜水用チュー

ブを敷設し，ケイハン板埋設内土壌だ1けを対象

に，自動的に行なっている口濯水チューブの上に

は，ポリフィルムのマルチを行ない，地温の上昇

と雑草の発生防止をはかる。

4) 整枝のやり方と着果位置

子づる 2本仕立では，親づるを本葉 4，..._， 5枚で

摘心し，親づるの第 2および第 3節から発生した

子づるを 2本残して， 2本仕立てとする。

孫づ、る(結果枝〉は気温条件で変化するが，春秋

の比較的温暖な時期には，子づるの1l，..._，13節から

発生したものを，また夏の高温期には， 8，..._，10節

の比較的伝節位から発生した孫づるに着果させ・

その他の孫づるは全部除去する。子づるは普通

25，..._，30節で摘心し，結果校は 3節で摘心する。

孫づるは， 1子づる当り 3本残ーし(株当り 6本)，

孫づるの整理を行なう時には，同時に子づる各葉

服の雄花を完全に除去することが，病害防除の面

から非常に重要である。

5) 交配と着果後の管理

結実は人工交配によることを原則としている。

しかし，大面積栽培する場合は， ミツバチやシマ

ハナアブなどを利用すると非常に効果的である。

交配は 1子づる当り 3花行ない，着果後は形の

よいものから 2果残して，他の 1果は摘果する。

果実が野球のボール大に肥大した頃，新聞紙や

柔かい包装紙などを使って果実を包み，光の直射

と薬剤の附着による薬害発生の防止.をはかる。

6) 収穫と品質

樹の育ち具合で，多少変化はあるが，普通，開

花して15""20日を経過するとネットが発生し始め

35日目頃にほ立完成し， 55，..._65日で完熟期に達す

る。果実が完熟期に近づくと，結果校の葉に著し

¥'苦土欠乏症状が現れるので"これを目やすlニ，

できるだけ果温の低¥¥早朝に収穫して出荷する。

糖度は普通12，..._，15度の範囲にあって，大きさは

1果1.2，..._，1. 5kgを標準にしている。

と 芋1. 第三種郵便物認可 ( 7 ) 
戸江，

ナ

<48年度農業白書>

穀物全体の自給率

遂に 43.0%に低下

農林省は去る 4月 2日"昭和48年度農業の動向

に関する年次報告"(農業白書〉を閣議に報告了承

されたが，その概要は別項の通りである。

47年度の農業経済は， 農業生産が前年度を 6.0

9ぢ上回ったことなどにより農業所得が増加し，ま

た農外所得が引き続き増加したため，農家経済も

好調に推移した。

48年度は農業生産のわずかな増加，農産物価格

の大巾な上FIlaがみられるものの，農業生産資材価

格のこれを上回る大巾な上昇がみられ，その農業

経済に与える影響が懸念される。

農業の国内純生産に占める割合は 4・9%(前年

度は 4.8%)となり，農業就業人口の総就業人口

に占める割合は13.3%(前年度14.3%)へと低下し

た。

農業の比較生産性(農業就業者 1人当たり純生産

の，他産業のそれに対する割合〉は， 47年度には，

製造業に対して35.7%と前年度 (30.3%)よりか

なり上昇した。

農家の生活水準を， 47年度の農家世帯員 1人当

たり家計費 (31万2，000円〉でみると，はじめで全

国勤労者世帯のそれ (30万4，000円〉を 2・5%上回

った。しかし，農村の生活環境施設などは，都市

に比べてかなり立ち遅れている。

。世界の食料需給と日本農業

世界の農産物の需給事情は， 1972年後半以降ひ

っ迫に転じ，農産物の国際価格は著しく高騰し

た。

1973年における各国の増産にもかかわらず，主
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要輸出国の穀物在庫量は20年来最低の水準に低下

している一方，輸入需要は依然おう盛であるた

め，主要農産物の国際需給は緩和するに至らず，

むしろ価格は高騰気味であβ。

わ

22.096土増首の4必3億4フ0∞0∞0万ドルに増太した (4必8年 1::--

11月でで、は6臼3億5弘， 0∞O∞O万ドル，対前年同期比64.0%増〉。

わが国の食料自給皮は，おう盛な需要の伸び

と，農産物輸入の増大に伴しり長期的にみて低下

の傾向にある。

米は 100.0%の自給率を達成しているが，穀物

全体の自給率は， 47年度には43.0%に低下してお

り，また食用農産物の総合自給率は， 35年度の

89.096から47年度には73:0%に低下している。

く〉需要，生産，価格の動向

食料需要は，その構成変化を伴いつつ，欧米諸

国に比べても高い伸び (40~47年度問実質6.2%) を

続けてドる O

47年度の農業生産は，近年の停滞から 4年振り

に前年度を6.96上回り， 48年度も前年度をわずか

に上回る見込み。

農産物の生産者仙i格は47年度には 5.6%上昇し

たが; 48年度は米・麦(価格の大巾引き上げなどに

より，前年度を大巾に上回る見込み (48年4~12月

18.2%)。

農業生産資材価格は， 47年度には 4.5%の上昇

にとどまったが， 48年度には飼料価格の高騰など

から，生産資材価格は農産物価格のと昇を上回っ

て大巾じ上昇している (48年4~12月 22.2箔〉。

食料品の消費者価格の上昇率は， 47年度には

5; 296であったが， 48年度は]1倫入価格の上昇など

の影響で，著しく上昇している (48年 4~12月 14.6

%)。ー

。農業の担い手の動向

農業就業人口は減少を続け， 47年度は 7.0%減

の682万人。 48年度の減少率は一層高まる (48年 4

""""'11月10.2%減〉。

農家戸数は510万戸 (48年 1月J前年比1.4 %減〉

と，その減少は依然として緩慢である。

このうち農業を従とする第 2極兼業農家の割合

は61961こ増大O 農地の流動性は低く，農業経営の

耕地規模の拡大は一般的には停滞的である。

47年度の自立経営農家(町村在住勤労者世帯と均

衡する所得水準 47年度では 182万円一以上の農業所得

をあげている農家〉の戸数割合は 6.5%(前年度4.4

%);その生産シェアは28.0%(前年度2l.%)とな

った。

基幹男子農業専従者のいる農家 (59才以下の男子

農業専従者のいる農家〉は， 47年度には 163万戸1で

戸数割合で32.096，農業粗生産額割合で65.96を

占めている。

自立経営を合むこれら基幹男子労働力を保持す

る農家の発展向上を支援することが必要であり，

これが農業の生産・供給力の維持強化を図るため

の基本でもある。

く〉農村社会の変ぼう

農村社会は混住社会化が進むなど著しく変ぼう

しており，村落機能も変化し，また生活環境の未

整備に対する不満も強まっている O

近年，農用地のJ衷廃と地価の上昇が著しく，こ

の傾向は全国的に拡散する傾向にある (47年の中

田価格は144万円で， 40年の4.2倍，最近山間部の上晃

率が高¥¥)。このため，土地利用の計画的調整を図

るための国の法制整備が必要である。

農業の中核的な担い手が定着できる農村4地域社

会を形成するため，農業生産環境と生活環境を，

一体的に整備することが必要である。

、J、":'~... ~"...."吋~....'判"，\'11. 戸、，、・J可ぷ、6戸、.<、6時晶れザ、J、.，.、J喝、.. ""'ìl'~~""" .... 1円、F、d、#̂出円..p..... 判恥九1'''....'喝E
t "'...1_'._，;:......軍司 会|ム三志タイムが，'rlト界の備蓄わずかに27c 
tあとがき ロl ー

~ ".r _， ._~."..~_中 日分しかなL、」と報ずるかと思うと，

i今度は「今年の米国小麦は史上最高の16億 5，000万 i
iブッシェルになるだろう」ーと，これは同国の民間 i

e 

j予想、会社の調査が報じている。 f
? 今年はよほどしっかりしていないと，またぞろ各 j
;種の情報に悩まされるのではないかしら?編集子に;

}はそんな気がしてならない。

! とにかくしっかりやりましょう。 (K生〉 i 
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